J. A. Schumpeter and the Theory of Capitalism by 東條 隆進
ソシオサイエンス
胎　文
VoL　l　120α5年3月 1
シュンペーターの資本主義論
東條　隆　進＊
はじめに
1　「資本主義」という時代の特徴
2　企業体制はどのようなゲームか
3　企業ゲームの論理
4　マネーゲームとしての資本主義世界
5　企業ゲームの現象学
6　生産関数として抽象化された市民社会
7　生産関数設定としての企桑ゲームの解体
8　結び
はじめに
　シュンペーター体系は「理論経済学の本質と
主要内容」（1905）・r経済発展の理論』（1912）・
『景気循環論』（1939）および「資本主義・社会
主義・民主主義』（1942）から形成されている。
シュンペーターの「経済・社会体制」問題は
r資本主義・社会主義・民主主義』で展開され
ている。本稿でシュンペーターの経済・社会体
制の問題を「資本主義・社会主義・民主主義』
を中心に考察する。
1．「資本主義」という時代の特徴
　シュンペーターは「資本主義とは何か」とい
う問題をr経済発展の理論』，『景気循環論』で
研究し，『資本主義・社会主義・民主主義』で
「資本主義の将来」について研究した。『経済発
展の理論』では「企業家」による「新結合の遂
行」過程としての資本主義が，「景気循環論』
では「信用創造」の過程が分析の基本であった、，
　『景気循環論』で資本主義は次のように定義
された。
　「資本主義とは，革新が，論理的に必然的に
ではないにしても，一般的に，信用創造を含意
する借入貨幣によって遂行される，私有財産経
済のあの形態である」と。（Schumpeter．　J．　A．，
（1939），332ページ，p．223）シュンペーター
にとって経済生活が私有財産を特徴とし，私的
創意によって統御され，私的に所有された工場，
給与をうける労働者，実物的な，または貨幣を
媒介とする財と用役との自由な交換があったと
しても，必ずしも資本主義ではない。資本仁義
は「商業社会」がより高次の機能によって抽象
化された経済制度，つまり企業家による経済的
イノベーションと銀行による信用創造によって
運営される経済制度である。「商業社会」はま
た「近代市民社会」が経済的により抽象された
社会経済体制である。
　近代市民社会は「生命・自由・財産」の総称
としての「所有権」思想を基礎に形成された社
会である。「所有権」思想は封建体制の「身分
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2権」に対抗する思想であり，市民階級の権利獲
得のための法的思想であった。市民階級にとっ
て国家・政府とは所有権を保証させるための制
度であった。近代思想の要としての法的契約の
自由や営業の自由，職業選択の自由も可能にな
った。人間が生きていくための物質的基礎とし
ての財やサービス，市民が権利として確保する
財産の生産と交換・分配の自由，これら諸権利
体系としての市民社会・商業社会の基礎の上に
資本主義制度が可能になった。
　私的所有権としての財産が私的利益目的のた
めに運営される組織しての企業，企業が生産関
数を設定する行為とその生産関数を社会的価値
システムに変換するするものとしてのマーケッ
ト創造機能が資本主義となる。企業家とは経済
的イノベーションを遂行する機能的主体階層で
ある。企業家は近代市民階級に属する，極めて
歴史的社会的な階級的存在である。社会という
ものは指導する階層が存在せざるを得ないし，
社会における天才・英雄の役割も必要である。
その意味で企業家という範疇も経済的天才や指
導的資質というものと結びついている。しかし
企業家という範疇は近代市民社会を経済的価値
システムとして根拠づけるための価値ゲーム組
織主体である。
2．企業体制はどのようなゲームか
　市民杜会，商業社会では経済的関心が社会全
体の関心になり，価値観も骨の髄まで功利主義
的になった社会的信念体系が支配する。市民階
級は企業家機能を根拠にして所有権確立のため
に国家の主権獲得をめざした。市民社会は権力
支配秩序としての社会体制の形成を基本原理と
する。しかし封建領主的身分体制を打破して市
民社会を建設するために外国貿易で富を獲得し
たり，農村の中産的生産者層による国民的産業
としての羊毛工業の商品生産力の拡張とその富
による権力の購入を必要とした。そして権力を
宮廷から議会に移行させることによって投票の
多数決で権力を獲得する方法を開発した。権力
への投票参加によって市民社会は商業社会的性
格を帯びる。「数」が権力と富力になるという
発見である。
　シュンペーターは書く。「商業ブルジョワジ
ーや産業ブルジョワジーは事業上の成功によっ
て身を立てた。ブルジョワ社会は純粋に経済的
な鋳型にはめこまれており，その土台も梁も標
識もすべて経済的素材で作られている。その建
物は生活の経済的側面に向いている。賞罰も金
銭で測られる。立身出世はすなわち金をこしら
えることを意味し，没落はそれを失うことを意
味する。」（SchumpeteL　J．　A．，（1943），115ペ
ージ，p．73）商業社会は社会的分業が企業化
して企業での商品生産・商品交換過程が発達す
る社会である。生産工程での分業が労働者の熟
練・時間節約・発明発見機能による効率性・生
産性を上昇させる。企業は商品を市場に供給す
るための「生産関数設定」ゲーム組織となる。
市場での商品競争のための「生産関数設定」主
体としての企業は収益の拡大と費用の合理化を
同時に進める利潤獲得ゲームを遂行する。生産
関数設定ゲームは資金獲得と生産設備の設置か
ら始まる。企業資本が企業家の貯蓄だけでは間
に合わなくなる場合，銀行から資金を借り入れ
て企業運営をし，利潤から利子を支払う必要が
生じる。次に労働力に賃金を支払って雇用する
ことが必要となる。さらに土地・資源を生産要
素として生産関数化することが要請される。企
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業家は生産要素の獲得と同時に生産要素を「結
合」させて生産物を生産しつつ同時に市場化・
商品化することが必要になる。企業家は新生産
関数の設定という技術的課題と利潤原理で企業
を設立・運営するという二つの機能を同時に推
進しなければならなくなる。生産関数の設定は
同一性原理で進められる。しかし利潤原理は収
益増大原理と費用低下原理という，最大化原理
と最小化原理の同時追究という差異性原理を原
理する。ゲームは同一性原理と差異性原理の複
合原理で営まれる。
　これらの原理は利潤原理・利潤最大化原理か
ら必然化する。利潤原理は社会全体の論理から
企業の行動原理を切り離し，企業を独立化させ，
企業の論理と社会の論理と並列させることを意
味する。
　企業の社会的責任は生産した生産物を市場を
媒介にして社会に供給し，生活者・消費者の効
用を高め，その報酬として収益を与えられると
いうことになる。企業全体としても社会の福
祉・厚生を高めることを目的にし収益はその結
果現象である。
　　社会的厚生→企業収益一生産費用→利潤
　こζで社会的厚生が独立変数であって，利潤
は従属変数である。
　アダム・スミスが市場交換経済の本質と理解
した論理である。
　しかし利潤最大化原理になると企業利潤と社
会的厚生の関係は逆転する。
　　利潤最大化→企業収益一企業費用→社会的
　　厚生
　利潤最大化原理では企業利潤が独立変数にな
り社会的厚生は従属変数になる。利潤最大化原
理は同一性原理に基づくゲームの論理である。
　しかし利潤最大化原理は収益最大化の原理と
費用最小化原理の同時追究を必然化させる。差
異性原理でもある。収益増大化のために労働力
の生産要素化，テーラー部品化，コンピュータ
ー・ 鴻{ット化が必然化する。自然も生産要素
化され，生産効率の手段にされる。しかし生産
収益の増大化は資本主義の驚くべき「総生産量
の増加率」を生じ，「消費に充当しうる私的貨
幣所得総額」の「増加率」を生み出した。
（SchumpeteL　J．　A．（1943），102ページ，　p．
65）「豊かな経済」とエコノミック・アニマル
化，人間のサイボーグ化の同時進行である。生
産費用合理化，費用最小化が労働力の低コスト
化，機械との代替，労働力廃棄のスピードを推
進する。利潤経済は本来商品でない人間や自然
を商品化し，さらに企業の費用項目化が推し進
められ，費用原理で人間や自然が使用される。
「豊かな経済」と人間・自然の貨幣奴隷化との
同居である。
　企業は使用価値を生産し分業社会での交換価
値を高め社会全体をスーバ・マーケット化する。
経済学は出発から使用価値と交換価値のパラド
クス問題を抱えていた。使用価値としての水と
交換価値としてのダイアモンドの市場価格調整
問題である。ジェボンズ＝ワルラス学派は限界
理論微分方程式で問題を解決しようとした。
マルクス理論での剰余価値生産過程の矛盾の妥
当性は疑われているが，限界理論で解決しえな
い問題も抱えている。
　シュンペーターは企業家のイノベーション理
論で使用価値と交換価値の調整問題を理論化し
ようとした。資本主義の総生産量増大の傾向，
完全競争下だけでなく独占競争下でも生産者の
利潤追究が生産を極大化する傾向を失わない。
4マーシャル＝ヴィクセル（Marshall謬Wick－
sell）的理論は完全競争の場合では「生産者の
利潤追究が生産を極大化する傾向をもつとの古
典派の命題を保持している」（Schumpeter．　J．
A．，（1943），120ページ，p．77）シュンペータ
ーはさらに進んで独占的競争過程でも生産者の
利潤追究が生産成果を極大化する傾向を失わな
いということを解明しようとした。資本主義生
産過程を「創造的破壊の過程」（creative　de－
struction）として位置づけることによってであ
る。（Schumpeter．　J．　A．，（1943），130ページ，
p．83）資本主義は創造的破壊過程としての景
気循環を繰り返しながら付加価値創造・評価シ
ステムとしての市場経済世界を拡張させていく。
社会のスーパー・マーケット化，地球のグロー
バル・マーケット化が進行する。
　グローバル・マーケットでの企業ゲームはゲ
ームのルールにしたがって遂行されることが必
要である。ルールが規範としてゲームを遂行す
る信念体系の一元化が必要である。企業家階層
は最も合理的な経済ゲームを遂行するホモ・エ
コノミクス，エコノミック・サイボーグである
ことが求められる。企業家ゲームはフォン・ノ
イマン（von　Neuman，　J．　L．）とモルゲンシュテ
ルン（Morgenstern，0．）によって開発された
ポーカー・ゲームをモデルにしたミニマックス
ゲームである。ナッシュ（Nash，　J．）均衡ゲー
ムではない。ω資本主義ゲームは確率計算で成
り立つルーレット・ゲームではなく，確率世界
を戦略的に企図するポーカー・ゲームである。
（Schumpeter　J．　A．，（1943），115ページ，　p．73）
3．企業ゲームの論理
所有権原理に立脚する法的主体が企業である。
企業は自立した組織として同一性・斉一性原理
で運営される。しかし同時に利潤原理という差
異性・差別性原理で運営される。人間が構成し
たゲームの類型としてはポーカー・ゲームがモ
デルである。ポーカー・ゲームは戦略ゲームで
ある。戦略ゲームは主観（subject）的願望や
客観（object）的確率計算の成果を達成するこ
とにあるのでなく，不確実な未来・将来を作
曲・作図してその実現に向って賭けをする冒険
性と具体的意思行為を遂行するproject原理で
ある。ケインズ（Keyne亀J．　M．）がいったアニ
マル・スピリッツの世界である。功利主義は主
観・客観構造で計量化することを基本とするが，
企業主義信念は功利主義的でありながら主観・
客観と異なるproject原理で形成される。賭け
であり冒険的行動形態である。企業家精神・企
業家信念はentrepreneur，　projectorとしての精
神・信念である。企業の利潤はポーカー・ゲー
ムの利得値である。均衡ゲームではなくミニマ
ックスゲームである。
　シュンペーターはいう。「比類なき単純さと
力とを有する動機の図式を生み出すと共に，こ
の動機を中心に社会が動く。市民的生活様式が
他の社会的標識より強く現れた所では，富の約
束と破産の脅威とは仮借なき迅速さで履行され，
この約束が大多数のすぐれた頭脳を引きつけた。
社会的成功とは事業の成功であるという社会的
信念体系を生み出す。企業ゲームに参加する意
思を引き出す幸運の機会の均等な分布を生み出
す。成功の約束はでたらめに与えられるもので
はない。」（Schumpeter．　J．　A．，（1943），115ペー
ジ，P．73）
　富の約束はゲームを成功させる才能と精力の
なみはずれた力量を有する人に与えられる。現
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実の確率計算とは比較にならない膨大な賞品が
少数のゲームの成功者に与えられる。確率計算
上の公正な分配よりもはるかに効果的な大多数
のゲーム遂行者の行動を刺激する。このゲーム
遂行者はごくわずかな報償をもらうか，全然な
にももらわないか，かえって損をするかのいず
れかであるがそれでもなお彼らの目前には大き
な賞品がぶらさがっており，それを獲得するチ
ャンスは各人に全く平等にあるのだと思い込ん
でいるので，自分の最善を尽くしてやまないの
である。無能力な人や旧式の方法は事実上ある
時には迅速に，ある時には多少遅れて排除され
るのであるが，失敗はまた多くの能力ある人々
を脅迫したり，実際に襲いかかってくるので，
平等で公正な罰則よりもはるかに効果的にあら
ゆる人をむち打つのである。ゲームの成功も失
敗も恐ろしくはっきりしている。ごまかしはき
かないのである。
　このゲーム社会では公正さや正義の観念その
ものが変わる。ゲームに参加したがゆえにスカ
ンピンになった結果を不正義と考えるのでなく，
ゲームに参加する権利があるかどうかが正義の
基準になる。いわゆる「機会の平等」である。
企業は資本蓄積を続ける運命にあり，投資活動
が生命線である。しかしこの投資は本来的に投
機である。この投資過程で収益増大化のための
Maximum原理が一層強力に推進され，費用項
目のMinimum原理もいっそう・強力になり，
Maximum原理とMinimum原理のジレンマが
強くなる。
　私的企業のなかに具体化された資本主義的仕
組みは，市民階層を効果的に仕事に結びつける。
一定の時点でブルジョワ階級を形成している個
人やその家族の行動を条件づける同じ装置が，
事実上ブルジョワ階級に出世したり，この階級
から脱落したりする個人や家族をも選択する。
しかしこの社会的選択の方法は生物学的淘汰方
法と異なり，選ばれた個々人の成果を保証する
ものではない。この条件規定と選択機能との結
合は自明の事柄ではない。たいていの場合，ま
ず実業階級へ出世し，その内部で出世する人が
とりもなおさず有能な実業家となり，このよう
な人は，自己の能力の続く限り出世し続けると
いう場合が多い。
　資本主義は最適に選ばれた集団が成果を極大
ならしめる経済ゲームである。資本主義ゲーム
はナッシュ均衡になることなく進む。ナッシュ
均衡理論を社会ゲームにもっとも近いゲームで
ある将棋ゲームで説明するとナッシュ均衡とは
将棋の千日手になることを指す。千日手は指し
手を変えた方が勝負に負けるのでゲームとして
は継続不可能になる。企業ゲームはナッシュ・
ゲームとしては成り立たない。企業ゲームはフ
ォン・ノイマンのミニマックスゲームとしての
ゲームである。
　近代科学技術が発展している世界では企業ゲ
ームが科学技術の成果を商品化・市場化する。
そして資本主義的企業ゲームは限界のないゲー
ムの場として，デカルト座標軸上の質点として
運動するゲーム世界を作り出す。社会全体を科
学技術商品で構成し，貨幣で価値計量・計測が
可能な座標軸に還元できるようにする。ゲーム
の成果を評価・測定するのは貨幣であるから企
業ゲームはマネーゲームになる。ブラック＝シ
ョールズ（Black＝Scholes）方程式が主役と
なる金融工学三市場である。
64．マネー・ゲームの世界としての資本
　　主義世界
　資本主義は歴史的に信用創造の要素と同じ古
さまでさかのぼることになる。資本主義の起源
は12～13世紀までさかのぼる。しかし価値シ
ステムとしての貨幣獲得体制としての資本主義
は市民社会・商業社会としての世界システムと
して成立する。商業市民階級から産業市民階級
が独立して18世紀後半，産業革命が開始する。
近代科学技術革命を綿織物工業商品に転換し，
鉄と石炭の結合によって蒸気機関の発明を可能
にし，無限の動力の獲得を可能にした。この工
業化による商品生産がグローバル化して世界を
金本位体制という貨幣価値一元世界に改変して
いく。
　近代企業家階層が銀行からの金融によって商
品イノベーションを成功させ，企業集団の経済
的イノベーションが景気波動として，資本主義
の疾風怒濤の創造的破壊の時代を作りだした。
シュンペーターはこの出来事を第一次コンドラ
チェフ波動の時代として規定した。そして資本
主義は1939年まで三つのコンドラチェフ波動
の時代を経験したことを『景気循環論』で明ら
かにした。第ニコンドラチェフ波動が1840年
代にドイツを中心に開始した鉄道革命の時代，
第三コンドラチェフ波動が1890年代にアメリ
カで電気・重化学工業・自動車を中心とする革
命が生じたことを明らかにした。
　資本主義の疾風怒濤の創造的破壊の波濤がイ
ギリス，ドイツ，アメリカとグローバル的広が
りをもって展開していった。経済変動の波濤の
うねりを大海を船が乗り切るというアナロジー
で理解するのとちがう点は企業の拡張，企業の
群起として始まるイノベーショが同時に波濤と
なって現象するという事実である。企業という
船が同時に景気の波濤でもあるということであ
る。このコンドラチェフ長期景気波動が単に近
代になって成立した主権国家内の国民経済過程
を工業化しただけでなく，国民国家を超えて国
民経済がグローバル化せざるを得ない事態を必
然化した。
　利潤原理という差異性原理で推進される企業
投資と資本蓄積は企業それ自身の同一性原理を
確保するために商品や資本の流動性確保によっ
て将来価値を維持しようとする。世界が貨幣ゲ
ームの世界となる。世界が未来価値の創造過程
に巻き込まれ，過去の価値は破壊されていく。
世界は商品で構成される巨大な価値のデカルト
座標軸としての貨幣的価格関数関係のもとにお
かれる。
　企業家とはPr（ガectorである。企業は貨幣市
場の拡張と科学技術革命の統合を遂行する。資
本主義的企業の利潤原理に基づく生産力の拡張
とその運動形態としての景気変動・景気循環過
程である。景気循環は資本主義の発展過程であ
り，しかも具体的歴史的な生活世界全体の価値
革命の過程であり，それは現象的に非連続で不
確定的である。その意味で資本制社会の経済過
程は，景気循環をもたらす出来事の継起と同じ
である。資本主義は本来経済変動の形態ないし
方法であって，・けっして静態的でないのみなら
ず静態的たり得ないものである。このことが巨
大な波濤を乗り切る船団の船長の技術のような
能力を企業家に要求する。資本主義的企業によ
る経済的革新の創造的破壊の波濤と烈風こそ資
本主義的企業の船団の航行を可能にし，資本主
義高畠業もこの波濤を乗り切らねばならないの
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である。資本主義的企業は自らが乗り切る波濤
そのものをつくり出す。資本主義は経済機構を
創造しかつ破壊することによって生み出した経
済的余剰を投資して経済的波濤そのものをつく
りだしつつ企業の航行を可能にする。企業は太
平洋を航海する船のようにその方向を明確にす
るだけでは不十分である。太平洋の海水そのも
のを生産しつつ，航海しなければならない。そ
うしなければ海中の浅瀬に遭難することになる。
経済機構の単なる操作ではない。
5。企業ゲームの現象学
　企業は与件として設定された市場の中で商品
供給曲線上を動くだけでなく，供給曲線そのも
のを設定し，さらに座標軸そのものをも構成す
る。商品価格の設定のみならず商品そのものの
価値を作り出す。市場とは商品供給曲線の形だ
けでなく，経済価値全体が成立する座標軸その
ものである。新商品，新技術，新供給源泉，新
組織詰（支配単位の巨大規模化）の形成による
競争過程が資本主義の姿である。この競争は，
費用や品質の点における決定的優位を占めるも
のであり，企業の基礎や生存自体を揺り動かす
ものである。現存企業の利潤や生産量の多少を
揺るがすという程度のものではない。ドアを手
でこじあけるよりも，砲撃でドアを破壊するよ
うなものである。普通の意味で競争がいくぶん
迅速に機能するかどうかの問題ではない。生産
量の拡大と，価格を引き下げる仕方での革命的
生産が資本主義の本質である。生産要素間の合
理的代替関係によって効率・生産性を確保させ
ることを競争の効果と見なす理論で資本主義・
市場経済の本質を語ろうとするすべての物語は
「デンマーク王子のいない『ハムレット』のこ
ときものにすぎない。」（Schumpeter．　J．　A．，
（1943），133ページ，p．86）
　資本主義経済は商品による商品生産体制であ
る。商品供給方法の変化，新商品の導入が基本
の経済である。すでに使用されている商品の生
産についての技術上の変化，新市場や新供給源
泉の開拓，作業のテーラー組織化，材料処理の
改良，百貨店のような新事業組織の設立すべて
が「革新」である。この革新が砲撃でドアを破
壊する仕方で経済システムに作用する。企業は
革命的商品を発射する大砲のようなものである。
企業間競争はイノベーション商品というミサイ
ルを相互に撃ち合うような状況をうみだす。企
業は競争企業にイノベーション商品という砲弾
を打ち込むが，競争企業はその砲弾から身を守
りつつ，さらなるイノベーション商品で反撃す
るという仕方で競争が進められる。最強の攻撃
手段と最強の防御手段を同時に開発しなければ
ならない。フォン・ノイマンのミニマックス原
理の意味はここにある。②
　革新は「新生産関数の設定」（the　Setting
of　new　production　function）として「定義」
される。（Schumpeter．　J．　A．，（1939），126ペー
ジ，p．87）生産関数の中の生産要素の量が変
化するなら生産物の数量が変化する。ここで生
産要素の数量のかわりに「関数の形が変化する
なら，革新がある」（126ページ，p．88）革新
は生産要素を新しい仕方で結合する。「革新は
『新結合』を遂行することにある。」（126ページ，
p．88）革新は新商品，企業合同のような新組
織形態，新市場の開発をも含む。
　革新が技術的な性格のものである場合は物的
収穫法則と直接関連させて定義する。不可分割
性または不可分性を除くなら，すべての要素の
8物的限界生産力は革新がなければ単調に減少す
る。革新はこのような「曲線」のどれをも破棄
し，それを他の曲線と取り替える。この曲線も
単調に減少するが，不可分割性がなければ，い
たるところに生産物のヨリ大きな増加を示す。
リカードの収穫低減法則を受け入れ，それを一
般化して産業に及ぼすなら，革新はこの法則の
作用を中断させ，革新は従来資源の追加単位の
効果を記述してきた法則を他の法則で置き換え
る。変移は古い曲線から新曲線へと一と飛びに
行われる。革新が貨幣費用と関連させられる場
合には，個別企業にたいする総費用は，革新が
なく，要素価格が一定の場合には，産出量の関
数として単調に増加する。要素価格が下がるこ
となく，一定の産出量が同一数量またはヨリ少
なイ数量が従来費やさせたか，または，費やさ
せたであろうよりも少なく，生産に費おやさせ
た場合には，革新がある。革新があるたびごと
に，元の，総費用曲線，または限界費用曲線が
破棄せられ，新しい曲線がそれに代わる。
　資本主義混生活像を支配するもの，費用低減
が支配して不均衡や二三的競争を引き起こすの
が既存の費用曲線を絶えず移動させる新生産関
数の体系の中への侵入である。独占を作り出す
企業は新生産関数を設定した企業であり，市場
を征服するために闘争する企業である。
　シュンベータは『経済発展の理論』で次の5
つの「新結合の遂行」としての革：新を定義した。
　1．新しい財貨，すなわち消費者の間でまだ
知られていない財貨，あるいは新しい品質の財
貨の生産。　2．新しい生産方法，すなわち当
該産業部門において未知な生産方法の導入。こ
れはけっして科学的に新しい発見に基づく必要
はなく，また商品の商業垢取り扱いに関する新
しい方法も含んでいる。3．新しい販路の開拓，
すなわち当該国の当該産業部門が従来参加して
いなかった市場の開拓，ただしこの市場が既存
のものであるかどうかは問わない。4。原料あ
るいは半製品の新しい供給源の獲得。この場合
においても，この供給源が既存のものであるか
一一Pに見逃されていたか，その獲得が不可能と
見なされていたのかを問わず一あるいは始めて
つくり出されねばならないかは問わない。5．
新しい組織の実現，すなわち独占的地位（たと
えばトラスト化による）の形成あるいは独占の
打破。（Schumpeter．　J．　A．，（1926），182～183
ページ，SS，1∞～101）
　1の新しい財貨の生産と供給は市場での供給
曲線需要曲線の変移という仕方で現れる。そ
して2の新生産方法が革新の中心をなす。新生
産方法の遂行は生産設備の変更だけでなく新工
場の建設，新企業の設立という仕方も含む。補
填以上に建設される新工場は発展過程に生ずる
革新の結果である。新企業も革新も結び付いて
いる。
　資本主義経済は利潤獲得目的による企業家の
ヴィジョンと企画力で企業を設立する。このヴ
ィジョンや目的が陳腐になり，革新的なものを
失った時に企業の生命は失われる。資本主義経
済で企業が永久に存在し続けることが困難な理
由である。資本主義では生きることの出来ない
企業が不断に生まれる。企業は人間が老齢にな
って死ぬように自然死をとげる。企業の自然死
は企業自体が最盛期の革新の早さに歩調を合わ
せることができなくなった結果生ずる。単に確
立した軌道にしたがって経営される企業は利子
や償却費さえ払えなくなり，資本主義ゲームか
ら退場させられる。
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　そして革新は「新人」の指導的地位への上昇
と結びついている。このことは産業社会学にと
って決定的重要である。新生産関数が典型的に
は旧企業から芽生えない。新生産関数は旧企業
を競争によって消滅させることによってか，旧
企業の転型を強制することによって，進行する。
このことが企業間競争を戦争ゲームとして位置
づける理由である。
　個人としての企業家が新たに企業設立を遂行
し新結合の遂行をするから伝統的な古い企業，
商品市場は破壊される。新企業は「新結合の遂
行」（イノベーション）をするゲーム主体であ
る。「新生産関数の設定」主体である。市民社
会は生産関数設定によるゲーム社会である。
　　　Output＝f（L，　K，　N）（但し，　Lは労働，
　　　Kは資本，Nは自然資源）
6．生産関数の設定として抽象化された
　　市民社会
　経済学は古典派経済学・国民経済学として
Output＝f（L）の関係を発見した。この生産
関数は社会経済的階級関係でもある。生産的労
働者階級による分業的生産である。熟練・時間
節約・発明と発見による生産性・生産効率の拡
張である。より広義の市民階級社会，商業社会
の形成である。封建貴族階級，地主階級排除の
論理が含まれている。農村解体にともなう農民
労働の工業労働への転換に基づく生産効率の上
昇をどうするかということが国民経済的課題と
なった。「救貧法」による救助の困難性から自
助努力による救済方法として市場の確立が課題
になった。「自然的自由」に基づく交換の正義
の実現する場としての市場である。市場競争で
確保される市場価格が「自然法」の表現として
の自然価格と一致することによる自由と正義の
同時的実現である。
　産業革命，工業化の道が始まる。生産関数に
資本が入ってくる。Output＝f（L，　K）という
関数である。ここで資本と労働の関係が問題と
なる。資本の本質はなにか。資本は生産活動の
ための手段である。資本自体，過去の労働の蓄
積されたものである。資本は生産技術でもある。
そして生産関数が設定される時に資本は生産要
素となり，労働と補完・代替関係におかれる。
資本の扱いをめぐってジェボンズ・メンガー・
ワルラスを中心とする新古典派経済学とマルク
スを代表とする社会主義経済学が登場した。新
古典派経済学は資本と労働の関係を機能的に把
握し，労働と資本が市場で公正に価格形成でき
るという立場に立った。後者は資本が労働を価
値収奪する存在として把握した。
　生産関数はNの問題を抱え込む。生産要素
としての資源を含んだ生産関数Output＝f
（L．K，　N）である。自然環境問題が生産要素と
してのNの問題の中に入ってくる。
　そして決定的に重要になるのが生産関数の設
定主体問題である。生産要素を構造化する関数
構造，f（）の問題である。シュンペーター
理論は「新生産関数の設定」に関する理論であ
る。『理論経済学の本質と主要内容』では生産
要素間の変化率による均衡決定問題を「変分
法」的方法で解明した。スミスからワルラスに
．至る経済理論の本質を関数構造内の生産要素間
の均衡価格決定問題として論じた。『経済発展
の理論』では「経済発展」の遂行主体問題を資
本機能から企業家機能を分離させて論じた。産
業革命の理論問題，資本問題が機械高生産，生
産設備としての資本問題と貨幣・金融問題とし
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ての資本問題に分解し，さらに生産における生
産関数設定問題が生産要素としての資本問題を
超えて重要な問題となった。『景気循環論』で
「新生産関数の設定」主体としての企業の運動
形態としての景気循環過程を問題にした。近代
科学技術を商品生産に結びつける仕事の結果現
れる企業形態と経済変動過程である。そして
「投資機会消滅」否定の論理を展開した。
　『資本主義・社会主義・民主主義』では「独
占的競争」の問題に取り組んだ。企業間競争が
独占的競争の姿を取る理由をイノベーションの
遂行現象として把握した。『経済発展の理論』
で新しい販路の確保，新原料の確保とならんで
新組織の結成としてのトラストのような独占的
組織も革新に含めた。市場競争という観点から
交換の公正を損なうと見なされた独占的組織も
早いスピードで走る自動車がブレーキを必要と
する理由と見なした。資本主義競争は『経済発
展の理論』で提示された革新の5つのケースす
べてに及ぶことになり，国民経済全体，地球規
模の革新・イノベーションになる。資本主義過
程が「創造的破壊の過程」であるいうことは地
球規模で経済的イノベーションが進行するとい
うことである。この考え方からすると社会主義
経済も巨大な経済的革新過程と見なすことも可
能になる。しかし現実の社会主義の崩壊の姿か
ら社会主義に経済的イノベーションが可能であ
るとは考えられないからシュンペーターの社会
主義論は捉え直されねばならない。
7．新生産関数としての企業家ゲームの
　　解体
　企業間競争は商品競争として発生する。資本
主義制度が競争を原理としているという意味は
企業と企業の関係が市場での商品間の価格戦術，
品質戦術として現象するということである。企
業間競争は新商品Xと旧商品Yとの競争から
始まる。X商品がY商品と競争する時，たと
えば旧商品・駅馬車に対する新商品・鉄道のよ
うな品質競争の場合，旧商品の崩壊として競争
は進行する。価格競争のような場合，新商品X’
が旧商品Yに価格低下で競争を仕掛けた場合，
X価格にY商品価格が対応できない場合，Y
商品は市場から追放される。Y商品は価格低下
によってX商品にリベンジする。このリベン
ジにX商品が対応できなければX商品が市場
から追放される。X商品はY商品に対抗する
ためによりよい品質と価格低下で対応する。こ
のようにして市場競争が品質競争や価格競争と
同時に進行する。
　資本主義が創造的破壊の過程にならざるを得
ない理由は市場経済が価値の実体としての商品
間競争・相互破壊を原理とするということにあ
る。そして企業競争も新価値の実体としての企
業設立が新旧企業間の存亡を賭けた社会的闘争
を原理とせざるを得ない理由による。そして創
造的破壊の過程が使用価値と交換価値のジレン
マを生み出す。使用価値の上昇が交換価値の上
昇とはならないという事態を生み出す。
　市場競争は企業による生産関数の設定によっ
て可能となる。生産関数はゲーム競争として設
定される。生産関数はX商品がY商品と品質
競争を可能にさせるように設走される。同時に
価格競争に対応できるように設定される。生産
関数は動学的生産ゲーム過程で生産される商品
集合として規定される。X商品がY商品に数
量・価格で競争を仕掛け，X商品がY商品に
競争で打ち勝つ時，Y商品は数量調整・価格低
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下でXに対応する。技術革新は価格破壊過程
としてのY商品によるX商品へのブイード・
バック過程が資本主義面心業生産の基本を形成
する。こうして使用価値の増大と交換価値の増
大との線型関係は保証されなくなる。
　企業家の「新結合の遂行⊥革新，イノベー
ションの遂行体系が終焉に向う。創造的破壊の
過程は自然環；境問題と人間の生活リズムの固有
性問題による限界に突き当たる。自然環境問題
が工業的イノベーションに限界を付す。人間の
生活リズム問題が企業の費用合理化のための技
術革：新に限界を付す。こうしてイノベーション
は価格破壊型のイノベーションになる。しかし
このイノベーションも自然環境問題や人間の生
活リズム問題から限界に突き当たる。
　そして価格破壊型のイノベーションは商業社
会の再生産過程を維持することを困難にする。
ケインズの有効需要不足傾向が工業社会のアキ
レスの腱になる。そしてこのことがフォン・ノ
イマン型のゲーム，ミニマックス原理そのもの
を困難にさせる。
　シュンペーターは「新結合の遂行過程」とし
ての資本主義は存続不可能になるとした。新生
産関数の設定主体としての企業家の機能が限界
に達する。資本主義の成熟によって「革新その
ものが日常業務になってきている。技術的進歩
は，そのために必要なものをつくり出し，進歩
そのものを予測しうる形で行わしめるような一
群の専門家の仕事になりつつある。資本主義初
期の商業的ロマンは，いまや急速に昔日の光彩
を失いつつある。なぜならば，かつては天才の
ひらめきのなかに描かるべきはずであったもの
が，いまでは精確に計算されるようになり，し
かもそのようなものがいよいよ増しているから
である。」（Schumpeter．　J．　A．（1943），207ペー
ジ，p．132）
8．結び
　シュンペーターの有名な言葉，「資本主義は
生き延びることができるか，否，できるとは思
わない。…資本主義体制の現実的かつ展望的な
成果は，資本主義の成果が経済上の失敗の圧力
に耐えかねて崩壊するとの考え方を否定するほ
どのものであり，むしろ資本主義の非常な成功
こそがそれを擁護している社会制度をくつがえ
し，かつ，『不可避的に』その存続を不可能な
らしめ，その後継者としての社会主義を強く志
向するような事態をつくり出すということであ
る。」（Schumpeter．　J，　A．，（1943），98ページ，
P．61）
　資本主義はシュンペーターが考えたように存
続不可能である。しかしシュンペーター理論と
ちがってフォン・ノイマン型のゲーム理論とし
ての資本主義が不可能に陥るという仕方によっ
てである。
注
（D　ナッシュの均衡ゲーム、非協力ゲームは経済的バ
　ーゲニング・ゲームとして利用されるが、新生産関
　数の設定問題と利潤最大化問題をゲームとして取り
　扱うには動態過程・時間推移ゲームに発展させるこ
　とが必要であるように思われる。そしてそれはフォ
　ン・ノイマンのミニマックス原理にならざるを得な
　いように思われる。
②　ガブリロフの『競争の場の最適過程』の議論を参
　照。
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